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	通信
	『笑顔あふれる自分らしい人生を』
	2026
	今回は、発達特性のあるA君への支援を通して見えてきた、「好きなことを活かした支援」
	A君は、歴史やゲームなど興味のある話題になると、自分が知っていることや考えたことを積極的に話してくれます。訪問時にも、看護師とのやり取りを楽しみながら、
	自ら会話を広げ、自分の思いや知識を伝える姿が見られています。

	私たちは、こうしたA君の「好き」という気持ちを、その子らしさや大切な強みの一つとして捉え、
	訪問時の関わりに「歴史ワーク」を取り入れました。
	歴史そのものを学ぶことが目的ではありません。一つの知識をきっかけに興味を広げ、自分で調べたり考えたりする中で生まれる「知りたい」「伝えたい」という気持ちを、
	コミュニケーションや自己表現につなげていくことを大切にしています。
	実際に取り組む中では、一つの知識から関連する内容へ発想を広げたり、
	自分なりに数字を用いるなど、取り組みやすい方法を工夫したりする姿も見られています。
	一方で、興味が広がることで、もともとの課題から注意がそれることもあります。しかし、それを単に「集中できない」と捉えるのではなく、「もっと知りたい」という知的好奇心や興味を深める力として捉えることも大切です。そのため、課題に区切りを設けたり、本人が取り組みやすい方法を一緒に考えたりしながら、その時々の反応や集中の様子に合わせて関わり方を調整しています。
	日々の様子を丁寧に観察し、得意なことや苦手なこと、興味の向き方、コミュニケーションの特徴などを捉えながら、その子の発達段階や興味関心に沿った支援を考えていくことは私たちの大切な役割です。
	また、訪問で見られた反応や成長をご家族と共有し、ご家庭での様子も伺いながら、本人に合った関わり方を一緒に考えています。
	「好きなこと」は、ただの楽しみではなく、その子の世界を広げる入り口になることがあります。
	話すこと、考えること、調べること、工夫すること、そして自分の思いを誰かに伝えること。一人ひとりの「好き」の中にある、その子ならではの力を見つけ、日々の成長につなげていくことが、私たちの大切にしている支援の一つです。
	これからも利用者様一人ひとりの個性や発達段階に寄り添いながら、看護の視点を踏まえた専門性のある療育的な支援を届けてまいります。
	日々の生活や発達、ご家族との関わりなど、些細なことでも構いません。
	お困りのことがございましたら、いつでもお気軽にご相談ください。




